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問
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

早
期
構
築
と
充
実
に
向
け
、
市

と
し
て
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」
対

策
を
担
当
す
る
専
門
部
署
を
設
け
、
実

施
体
制
を
強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

答
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
た
め
の

担
い
手
の
育
成
や
協
議
体
の
設

置
は
、
本
市
に
お
い
て
も
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
早
期
に
軌
道
に
乗
せ
、
地

域
に
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
専
門
部
署

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
検
証
し
、
専
任
職

員
の
配
置
や
体
制
強
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
早
期
構
築
と
い
う
重
要
課
題

に
取
り
組
む
た
め
の
職
員
配
置
に
つ
い

て
の
考
え
は

答
今
後
、
各
地
区
に
お
け
る
第
２

層
協
議
体
の
発
足
に
向
け
て
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
つ

職
員
を
所
管
課
に
配
置
し
、
地
域
の
活

動
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
、
事

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
今
年
の
帆
船
・
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
計
画
は

答
秋
口
に
帆
船
「
日
本
丸
」
の
寄

港
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ク

ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
は
、
船
会
社
を
3

月
１
日
・
２
日
に
御
前
崎
市
・
牧
之
原

市
に
招
き
観
光
施
設
を
紹
介
し
宣
伝
に

努
め
て
い
ま
す
。

問
御
前
崎
港
を
宣
伝
す
る
方
法
は

答
例
年
、
県
中
西
部
の
顧
客
確
保

を
目
的
に
浜
松
市
で
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
や
中
京

圏
で
の
開
催
は
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問
新
聞
報
道
さ
れ
た
港
へ
の
土
砂
保

管
施
設
の
設
置
経
緯
と
使
用
目

的
は答

静
岡
県
と
国
土
交
通
省
が
土

砂
の
保
管
場
所
を
御
前
崎
港

に
設
置
す
る
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で

す
。
30
年
度
よ
り
、
首
都
圏
の
公
共

工
事
で
発
生
し
た
土
砂
を
海
上
輸
送

し
、
県
西
部
の
防
潮
堤
工
事
現
場
へ

陸
上
輸
送
し
ま
す
。

問 「
御
前
崎
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
記
載
の
、
港
に
停
泊
す

る
船
舶
や
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を

答
燃
料
電
池
給
電
シ
ス
テ
ム
の

事
業
化
が
可
能
か
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
具
体
的
な
調
査
内
容
は

船
舶
の
停
泊
状
況
や
停
止
船
舶
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
の
基
礎
調
査
、

燃
料
電
池
に
よ
る
給
電
の
可
能
性
を

検
討
し
ま
す
。

平成 29 年 7 月に寄港した帆船「海王丸」

介護予防教室

第２層協議体認定証
【生活支援コーディネーター】
地域の支え合いを推進するためのリーダーで、
各協議体に配置されます。

一 般 質 問

阿南澄男

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
構
築
に
つ
い
て

・

一 般 質 問

河原﨑惠士

御
前
崎
の
活
性
化
と
振
興
策
に
つ
い
て

・


